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5.論文原稿には、必ず論文題自の欧文を付すこと。
6.論文原稿は、 3部(コピー可〉送付すること。原稿は原則として返却しない。
7.論文投稿の申し込み期限は毎年 8月末日とし、原稿提出期限は、毎年10月末日とする。
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編集後記
本研究会発足満20年を迎え、深い感i既を込めて『学校経営研究J第20巻をお届けいたします。
本巻の編集方針と収録論文等について、編集委員会としてのいくらかの解説を記したいと患い
ます。特集「学校経営における自己組織性の探求Jにつきましては、特集欄の冒頭にその趣旨を
記しましたので、改めて繰り返しませんが、 5人の会員からご寄稿いただきました。正直なとこ
ろ、社会科学研究における「自己組織性j論は、なお開拓途上の分野であることもあり、編集委
員会としては意気込みの強さの割にはテーマの掘り下げが甘かったので、はないかと恐れています。
しかし、システム科学に明るい朴聖雨会員はじめ 5名の寄稿者には、各々の研究視角から興味深
い論稿をご執筆いただし、たことに、深く感謝いたします。わが国の学校経営研究の発展において、
相応の意義をもっ特集を組めたとすれば、幸いに思います。
次に、「特別論文Jとして天笠茂会員による、氏の年来の研究テーマである指導組織に関する論
積を収録しました。意義や必要性は指摘されながら、まとまった成果の少ない学校経営における
事例研究の分野で、一つの自安となる論稿ではないかと思います。「自由研究J欄では、比較的若
手の 3名の会員の研究成果を収録できました。外国〈米国〉研究、わが国の歴史研究、調査研究
と研究関心や方法論は異なりますが、それぞれに意欲的な作品と思われます。
さらに、「学校現場の問題j欄には、青木朋江会員(所沢市立安松小学校長〉のたいへん貴重な
実践報告論文を掲載いたしました。青木会員の冷静沈着にして鋭利な感覚が行間に垣間見える作
品ではないかと思います。また「研究ノートJとして、山田順子会員の米国特別活動研究に関す
る論稿を収録しました。そして、本巻が大塚学校経営研究会発足20周年に当たりますので、初期
から会員である丸山義王会員をはじめとして 4名の会員から、本研究会の思い出や今後の課題等
についてエッセイ風のご寄稿をいただきました。なお、資料として本誌の第 l巻から第四巻まで
の論文題目一覧も掲載しましたので、ご参考になれば幸いです。
最後に、本誌をお読み下さる会員内外の各位より、率藍なご指導・ご批正をいただけますよう、
よろしくお願し巾、たします。
1995年 3月10日西 穣苛
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